
「和田峠　峠の茶屋」パンフレットできました！ 

年間約1700万人の観光客が訪れると言われている高尾山。 
高尾山から連なる陣馬山や藤野地域へ訪れるハイカーは約30万人程度ですが、 

陣馬山からは、素晴らしい丹沢山塊の雄大なる山々を一望できます。 
山頂には3軒のお茶屋、麓には陣渓園、姫谷など旅館もあります。 

サイクリングに最適なルート和田峠 

安全自転車教室なども実施している相模原市。相模原市親善大使であり、 
全国各地でツーリングイベントを開催している片山右京さん。 
藤野旧菅井小学校校舎を拠点に活動されている片山さんにとって、 

和田峠は魅力的なコースの一つ。 
地元後援会では、レース開催の協議もなされています。 

アフリカ支援イベントを開催予定 

相模原市中央区にある、アフリカ支援団体「NPOアフリカヘリテイジコミティー」 
（代表トニー・ジャスティスさん／ガーナ出身）。 

これまで、東京や横浜で、様々なフェスティバルを開催されてきました。 
トニーさんが藤野地域でイベントを開催したいという希望もあり、 

この度、「峠の茶屋」で開催することを決めました。 
太鼓や踊りのワークショップ、民芸品販売などを予定してます。
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国民の祝日「山の日」8月11日制定 

「山の日」が8月11日に制定され、本年より祝日。 
神奈川県山岳連盟では、県内３ヶ所でイベント開催し、 

陣馬山でもイベントを予定しています。 
地元山岳会の藤野町山岳会もイベントに参加いたします。 

ご支援をお願いいたします！ 

陣馬山山頂には東京都の公衆トイレが設置されていますが、 
和田峠のトイレは仮設的なトイレです。 

多くの外国人観光客が訪れる和田峠ゆえに、 
行政機関にも現状を把握していただきたいです。 

水洗には水が必要です。小屋には水道がなく、仮設を弊社が沢の水を利用して、 
自費で作成しました。ぜひ、行政の協力を希望してます。 

東京電力や大手携帯電話会社に、インフラ設備の設置を依頼しましたが、 
費用負担が多く、設置には至ってはおりません。 

今のところ、電力は地元のNPO藤野電力に太陽光パネルの設置を依頼してます。 
　 

【問題点】 
・トイレは仮設トイレ 
・水は沢からの仮設水道 
・電力は設置費用が莫大 
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クローズアップニュース 

ハイカーやツーリングの休憩所として人気ある、和田峠「峠の茶屋」。 
駐車場（有料・約70台分）を完備しており、 

コーヒーなどの飲料、土産品の販売もしています。 
駐車場は、撮影用に有料貸切施設としてのご利用も可能です。 

今春・秋。地元農作物の販売を予定（不定期） 
地元緑区佐野川の農家さんと協力して、 

収穫された自家野菜（大根、人参、山芋など）を販売予定です。 

その他、「藤野の山と峠」、「藤野の峠」に基づいた、コースガイド、昔話などなど。 
藤野山岳会の古老会員によるイベントも予定。
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